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表 紙 の 説 明

●

. 落葉樹の冬芽

春から秋にかけて青々と葉を繁らせ,花を咲かせた落葉樹も,今はすっか

り葉を落してしまい,一見どれも同じように見えます。しかし注意してみる

と,それぞれに独特の枝分れのしかたがあり,冬芽の形も異っていることが

わかります。中には|,前年の果実 (b, d)が そのまま残っているもの
,

やがて春に咲く花序 (a,c,e,f)が明らかに認められるものがあります。

身近に見る機会が多いと―思われる落葉樹の冬芽をここにとりあげてみました。

何種類ゎかりますか。 (い ずれも附属植物園内にあります。)

工解 :1.ミ ッマタ (ジ ンチョウゲ科) 2.レ ングツツジ (ツ ツジ科)

3.フ ジ (マ メ科) 4.ソ メイヨシノ (′ ラヾ科) 5.ウ メ (バ夢科)

6.コ クサギ (ミ カン科) 7.イ チョウ (イ チョウ科) 8.カ シヮ (ブ

ナ科) 9` バッコャナギ (ヤ ナギ科) 10.ニ シキギ (ニ シキギ科) 11.

イロハモミジ (カ エデ科)12.ヤ ブデマリ (ス イカズラ科) laマ ンサ

ク (マ ンサク科) 14.ハ ンノキ (ニ レ科)

附属植物園 邑  田 仁
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1977年 から79年にかけて二年間,英国のケンブ

リッジに滞在 したが,そ の間言葉がうまく通 じな

い不便さをいやというほど味わった。出かける前

には,所属 していた研究室 (当 時の島内研究室)

を訪れる外国人たちと何とか意志の疎通ができて

いたから,英国でもそう不自由はすまいとタカを

くくっていた。日本に来ているお客さんたちは,

格別にゆっくりと話 し,注意深く聴いているのだ

ということに気がついたのはずっと後のことだっ

た。ところがいざ行ってみると,言語の障壁は想

像 していたのよりずっと大きかった。特に聴 く方

が難 しく,ケ ンブリッジでの初日に口座を開きに

出かけた銀行で,受付嬢の喋べる英語が全く聴き

とれずに往生 した。止むを得ず最初の三カ月間毎

日LL (Langtlage Laboratory, 後注)|こ通っ

て,英語を聴き話す練習をしたし,週に二回の個

人 レッスンは結局一年以上続けた。一説によると

現地人のガールフレンド (も しくはボーイフレン

ド)をつくるのが言葉が上手になる秘訣なのだそ

うだが,大和撫子との行きがかりや甲斐性の問題

もあって,そ の有効性を確かめることはできなか

った。二年目に入るころか ら,一対一の会話では

さほど不自由を感 じないようになったが,例えば

午後のお茶の時間に研究室の人達が一つのテーブ

ルを囲み,冗談をとばしながら談笑 している時な

どには,話の進行について行けず大いに疎外感を

味わった。こういう時は自分が英語国に生まれな

かったという客観的事実の重さ (こ れは日本で生

活 していたら絶対にわからない)をひしひしと感

じていた。

我々非英語国国民にとって甚だ遺憾なことなが

ら,国際共通語としての英語の地位は揺るぎなく

英国で英語について思ったこと

浜 口 宏 夫 (化学 )

確立されており,近い将来これに取って代わるも

のが出現することは考えにくい。また我々が,研

究生活においてはむろんのこと,一般社会生活に

ぉいても諸外国との交流を深めて行かなければな

らないのは明白であるから,意志伝達の手段とし

ての英語の重要性はますます高まって行 くに違い

ない。 しかるに,少数の才能豊かな人達を除けば

我々日本人の英語での意志伝達能力は極めて低 く,

ほとんど先天的言語障害と言ってよいほどである。

このような状況下で,大学での英語教育が従来の

ままの姿であってよいとはとても思われない。

私は英語教育を学問から切 り離 して,純粋な機

能 トレーニング (あ るいは言語障害の矯正訓練 )

と考えるべきだと思 う。教養学部の体育実技の時

間は,将来学生が健全な社会生活を営んで行 くの

に必要不可欠な基礎体力を養う目的で設けられて

いると理解 している。それなら,将来学生が国際

社会において不自由を感 じないで活躍できるため

に必要最小限な基礎知力としての英語,そ れを身

につけさせるための トレーニングが大学で行われ

ても少 しもおか しくないと思う。ガラス (glass)

と芝生 (grass)の 区別ができない学生と, 腕立

て伏せや腹筋運動のできない学生はある意味で同

列なのではないか。私はケンブリッジのテニスク

ラブで,芝生 コー ト (grass court)と 言おうと

するたびに,舌の行きどころをいちいち考えてい

たのをよく憶えている。この二つの言葉を話 し分

ける訂|1練をしていなかったからで,い くら頭でわ

かっていても,実際口から出てこなければそれこ

そお話にならないのである6

奇妙なことに, 日本での英文学研究では,聴き

話す トレーニングがさほど重要視されていないよ
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うに見受けられる。何故なら,「英語は喋れなく

ても英文学の研究はできる」といぅ趣旨のことを

留学中の英文学の先生方から幾度となく聞いたし,

事実彼等はあまり英語を喋らなかったか らである。

このような考え方が,大学での英語教育の機能 ト

レーニングとしての側面を不当に軽視することに

つながってはいないか。大学は学問を教える場で

あって,機能 トレーニングは例えば各種学校で行

うべきものであると言う名目のもとに,大多数の

学生が必要としている基礎知力の育成がおろそか

にされてはいないだろうか。

私は中学・ 高校の六年間で,英語の読み書きの

基礎的能力は相当に養われていると思う。テレビ

の刑事コロンボ氏のように,「She dOn′ t know
nothing」 などと言う学生の数は極めて少ないに

違いない。だから,大学での英語教育ではその大

部分を,聴き話す能力の養成に費や しても良いの

ではないだろうか。聴き話す能力を養うのに一番

存効な方法は英語国に住むことである。次は英語

国民から直接教わることであろう。 しか し, これ

らをすぐに大学の英語教育に取り入れるのは困難

である。唯一の現実的方法はLLを大幅に活用す

ることであると思う。テープレコーダーを相手に

ボソボソとやるのは,私 自身最初は気が進まなか

ったけれど,慣れるにつれて随分と効果があがっ

てきた。特に,書かれている言葉を繰 り返 し聴き

話すことにより,国語としてのカンのようなもの

がついてきたと思う。具体的にどのようにして L

Lを教育に取 り入れるかはここで議論すべきこと

でないと思うが,私は英語の正規の単位として
,

しかも必須単位として LLを使ったコースを設け

ても良いと考える。さらに, このような トレーニ

ングは理学部か ら理系大学院でも引き続いて行わ

れるべきものであると思う。

注) LL.カ セットテープレコーダーを相手に

会話の練習をする設備で,自 分の話す声を録音 じ

て手本と聴き比べるなど,種々の操作を行える。

本郷キャンパスでは中央図書館内に設けられてお

り,学生,職員は何時でも利用することができる。

物理学教室に着任 して

この 6月 より東北大学金属材料研究所から理学

部物理学教室に移って参りました。新緑が一段と

濃くなった頃で,構内を歩 くと鬱蒼とした大木や

古い赤 レンガの建物がこの大学の長い歴史を物語

っているように見えました。当物理学教室と金研

は,本多光太郎先生以来古 くから深い関係にあり,

また私の専門分野の電子回折では西川研究室にお

いてかの有名な菊池正士先生による世界最初の高

速電子回折の実験が行なわれた所でもありす何だ

か先祖の故郷に来たような気分になりました。

金研のような研究所では専門的研究に専念する

井 野 正 三 (物理)

ことができるという利点がありますが,そ の分だ

け知識が片寄ってしまうこともあります。私など

がその例で,狭い分野のことしか知らない典型的

な専門ばかです。このような者が学生を教育する

資格があるのかどうか一寸不安を覚えるのが現在

の偽らぎる心境であります。しかしながら東大に

は立派な先生方が多勢居られるので御指導をうけ

ながら何とかなるのではないかと勝手に楽観して

おります。

私の専門は表面物理学ですがこれは固体物理学

と化学の境界に位置する分野と考えられます。殆

0
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んどの固体は原子が規則的に並んだ結晶構造にな

っており,固体物理学はこれ らの結晶構造や化学

結合状態を解明しその構造と電気的,磁気的性質

などの関連を明らかにする学問でありますが,三

次元的な固体についてはすでにかなり詳細な研究

がなされてきております。ところが結晶の表面の

数原子層の所の原子配列構造を調べてみると内部

の構造とは異なった構造になっていることが明ら

かにされ,最近になって急に注目されるようにな

りました。例えば Siの (111)面では内部の構

造の単位胞の 7倍の大きさの周期を持った, "7
×7構造"と よばれる表面に特有の二次元的な構

造が形成されます。更にこの表面に金属などの異

種原子を 1原子層程度吸着させると,その吸着量

と結晶表面の温度に依存 して多種多様の超格子構

造が形成されます。これはAと Bの物質を混ぜ合

わせて合金や化合物を作るとその組成と温度に依

存 して様々な構造が生 じ,こ れらの様子が一つの

状態図で表わされるのと全く同様なことでありま

す。このように,数原子層 しか関与していないと

考えられる結晶表面においても,そ こでくり広げ

られる物理化学的現象は内部の二次元的な現象と

比べても決 して劣らぬ程豊富な内容を含んでいる

ことを物語っております。また二次元的固体にお

いては内部要因が多少変化 しても結晶構造までは

変化 しないような場合でも,表面ではそれらの要

因が表面にしわよせされるような効果が生 じ,表

面の構造や物性の変化となって現れる傾向があり

ます。表面はそれだけ構造敏感であると云えます。

それ故表面構造や物性を研究することにより固体

物性の基礎をより深 く理解するのに好都合の舞台

であるとも見倣されております。更に自然界にお

ける物質の変化する過程をみると,殆んどの場合

に何 らかの形で,表面ないし界面が関与して進行

しているのでこの点からも非常に興味ある研究対

象です。

表面物理学はこのように学問的見地からみて興

味があるばかりでなく,応用の面からみても極め

て重要であります。 "日 本の産業の米"と なりつ

つある半導体や金属工業,エ ネルギー問題に関係

している触媒工業,原子炉,核融合炉の問題,新

機能材料の開発,更に酸化,腐食,焼結,熔接 ,

接着,破壊,摩擦,潤滑など,現代工業のあらゆ

る工業技術に密接に関係 しております。

さて表面構造の解析においては,二次元の結晶

構造に対するX線回折のような有力な方法がなく,

まだ具体的な原子位置の決定をすることができな

いままであり,従 ってその物性の解明もまたなか

なか進展 しないという状況にあります。そこで私

の研究室では第 1に 種々の方法を駆使 して表面構

造の解明を試みる計画を立てております。例えば

LEED(低 速電子回折)や RHEED(反 射高速電

子回折)に より,表面構造の周期性や対称性,単

位胞の大きさなど長距離規則性を調べ,イ オン線 ,

原子線散乱などにより短距離規則性を解析 し,更

にXPS(X線 光電子分光)や UPS(紫 外光光電

子分光)に より化学結合状態や電子構造を調べ
,

表面構造を総合的に解明したいと考えております。

第 2に は上述のような方法で表面構造を充分確認

した上でその表面の格子振動,磁性,電気伝導 ,

吸着現象,触媒作用などの諸物性の研究も行ない

たいと思います。更に第 3に それらの結果をも、ま

えて工業的応用面からの研究も行ないたいと考え

ております。これらの研究に必要な種々の装置は

なるべく, 自らの手で作り,改良 0開発するよう

心掛けるつもりです。このような考えで学生に物

を作る楽 しみや自然を探求する喜びを教え,少 し

でも独創的研究が育つような環境作りを行なって

ゆきたいと考えております。また私自身も学生と

いっしょに実験を続けてゆくつもりです。

注 *当時西川研究室は本郷の物理教室と理研にあり,

実験は理研で行なわれた。
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坪 井 先 生 の こ と

本学名誉教授坪井忠二先生が突然お亡 くなりに

なられました。昭和57年 11月 19日 のお午近 くのこ

とで した。後ほど奥さまから伺ったところでは
,

その日も普段と全くお変りなく,ただ虫が知 らせ

たというのか,い つものように語学振興会に出勤

されずに,今 日は一日家で仕事をするとおっしゃ

って書斎に入られてしばらくして気分が悪 くなら

れたそうです。御葬儀は11月 22日 ,小石川伝通院

で執 り行われ, 2千人余りの同学の士,後輩が先

生との別れを惜 しみました。またその節には, 日

本学士院長有沢広巳先生,本学総長平野龍一先生 ,

本学名誉教授茅誠司先生,本学教授友田好文先生
,

日本測地学会,地震学会から弔詞が棒げられまし

た。

坪井先生は明治35年 9月 9日 ,重陽の節句の日

にお生まれになり,大正15年東京帝国大学理学部

物理学科を御卒業後,直ちに地震研究所に入られ

斎 藤 正 徳 (地球物理 )

ました。昭和 3年助教授,16年教授に昇任され
,

昭和18年に理学部地球物理学教室に移られました。

以来,昭和38年に停年により退官されるまで,30

年以上の永い期間にわたり単に理学部だけでなく

我国の地球物理学界において,数多くの後進を育

成されました。この間,昭和27年には日本学士院

賞を受賞されたこと,昭和36年から38年までは理

学部長を務められたことは,我々の記憶に新 らし

いことであります。本学を退官後は,国立国会図

書館の専門調査員ならびに司書監を昭和43年まで

務められ,そ の後,財団法人語学教育振興会理事

として,国際人の養成と国際間の文化交流に尽 く

されてきました。

坪井先生の内外における活躍について述べるだ

けの力はありませんので,私の眼に映った,と い

うよりは遠 くから仰ぎ見た坪井先生の印象を記 し

てみたいと思います。私が本郷へ進学 してきたの

●円

つ リ

かつての「秘書嬢」たちに囲まれて御機嫌の坪井先生
昭和57年 10月 13日 地球物理教室友田さん撮影
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が昭和33年ですから先生のほとんど最後の学生と

いうことになります。それまで先生が書かれたも

の,こ とに寺田寅彦先生について書かれたものな

どから勝手に作り上げた,カ ミソリのように怖い

先生というイメージとは随分違うことに,ま ず驚‐

きました。後に坪井研究室で勉強させていただく

ようになり,一つ上の世代の先輩たちの話を聞い

たり,ま たその後,地震研究所時代を含めた坪井

研究室のコンパなどで大先輩たちから聞かされた

ところによると,やはり昔は随分と怖い先生らし

かったので,我々のような若い世代は何となく損

を したような気分になったものです。

コンパといえば,盃を手に「君い, こういう話

があるんだよ」と実に楽 しそうに,ま た嬉 しそう

に話を切 り出されるのが今でも目に浮かびます。

その話というのは地震の話であったり,重力の話

であったり,あるいはこういう言いまわしを英語

で何というかという話であったり,あ るいは右と

左の話であったりと,話題は様々でしたが,先生

にとつては,一見何でもないことに不思議を見出

したり,一見不思議に見えるけれどもこう考える

とよく分かる,と いうことが楽 しくて楽 しくて仕

方がないようで した。今でもよく覚えているのは,

地震というのは今度はここで起きてやろうと思っ

て起こっているんだろうか,と いう言葉です。例

えば,面倒な計算をして, この地震はこういう工

合にして起きましたと,先生の言葉でいうと地震

の「説明」をすると,こ の地震はどうしてそこで

起きるということを (地震それ自身が)知 ってい

たのかね,と いう工合です。

坪井先生は非常にお元気な方で,大学時代も,

退官後も,御加減が悪いなどという話は聞いたこ

とがありませんでした。暑い夏,皆がへばつてい

るときでも,重陽の生まれは夏に強いとばかり益

々元気になられるような先生でした。国の悪い連

中は,坪井研究室で最後に残るのは先生だ,な ど

と蔭口を叩いていたものです。先生の突然の御不

幸は我々にとっては全く思ってもみなかったこと

でした。 しか し一方では,いかにも先生 らしい生

き方だったという気がします。江戸子はそうどん

くさくしていられないんだよ,と いうおつもりな

のでしょう。

先生の御冥福を心からお祈り申上げます。

三崎の臨海実験所で,所員や来所される研究者

から,「重さん」とよばれて,長い間親しまれて

きた元技官の出口重次郎さんが亡くなられた。ま

もなく88才の誕生日をむかえようという,去る10

月11日 のことであつた。

出口さんは,昭和 2年に臨海実験所に奉職され

て以来,昭和47年に嘱託を退かれるまで実に45年

に亘って,動物の採集ひとすじにうちこんでこら

れたことになる。退職されたのちも,折々,実験

「 三 崎 の重 さん」 の こと

木 下 清一郎 (臨海)

所をたずねられ,杖をひいてわれわれを訪なわれ

た姿は,ま ざまざと目に浮ぶ。

実験所で仕事をした人で,出 口さんの世話にな

らなかった人はない。どんな動物も,出 口さんの

手にかかると,やすやすと姿を現わ し,研究者の

手に渡される。その援けをかりて研究を完成する

ことのできた人の数は,知 ることのできぬ程であ

ろう。 しか し,こ の名人的技術は永い間の苦心と

経験にもとず くものであった。若い出口さんが ,
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磯で採集する出口さん。この様子からみると,おそらくムカシゴカイといぅ

原始的な環形動物をとっておられるのではなかろうか。

はじめて実験所の門をくぐった頃,「三崎の熊さ

んJこ と青木熊吉翁が大先輩の採集人として君臨

しており,珍 しい動物を海の中から意のままにと

り出.し ていたが,採集には出日さんを決して伴お

うとはせず:どこへ行けば何がとれるものやら皆

目見当がつかなかったそうだ。出口さんは遂に熊

さんが何かをとりに出たと見るや,実験所わきの

山へ登リリ遠目鏡で行方を追い,やがて帰ってき

た熊さんの獲物とつき合わせて,は はあ,あそこ

にはこれが棲むな,と合点したという。生得の動

物好きにあわせて, こうして得られた経験をもと

に,三崎の海はわが家の庭同様に知悉し,熊さん

のあとを襲うこととなった。出口さんの採集した

生物で, これまで極めて稀にしか得られぬものが

幾つかある。かつて,三崎に居られた磯野直秀氏

(現在慶応大学教授)の記憶によると―,ホ ンダワ

ラコケムシ,カ ラスキセフタなどがその一部であ

るという。

そういう具合だから動物にくわしいことはもち

ろんで, しかも,その名前をラテン語の学名でそ

らんじておられた。動物学教室に入りたての新米

学生は,臨海実習にひきつれられて磯にでたとき,

出口さんの日から学名がぼんぽんでてくるので日

を自黒させられるのが常であった。私も実習室に

帰って分類表をくって見て,あ とから合点した一

人である。

研究者の目的を理解して,そ の欲する条件に適

った動物を採集してくれたり,工夫して動物を飼

っておいてくれたりするこ―とも,皆の感謝のまと

であった。私のように発生学をやる人間にとって

は,時期はずれになっても,まだ卵をいっぱい持

ったウニを持ってきてくれる出口さんは,ま さに

救いの神様とうつった。出日さんの一つ話に,岡

田要先生が再生の仕事をしておられた1頃
,

Autolytus というゴカイの一種が過剰再生をし

て, 6本に枝わかれしたものを見つけたら,三崎

の町へつれていって芸者をあげておごる,と言わ

れたという話がある。出口さんはとうとうこれを

見つけだし,岡田先生を喜ばせたそうであるが,

芸者の件は辞退された由で,おそらく,出 口さん

の好きな甘いおじるこのごちそうあたりに収った

のだろう。           ・

出口さんが勤務された45年は,実験所にとって

平穏な時ばかりではなかった。ことに戦争中は海
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軍の特殊潜航艇基地として接収され,出 口さんは

残った僅かの所員どともに,近 くの小網代の倉庫

を借りて,仕事をつづけ,標本類も守って下さっ

た。敗戦の混乱時には,海軍の狼藉もかなりのも

のであったようで,所内に機雷がころがっている

ような有様だったという。当時の岡田所長が,あ

らかじめ出口さんに一枚の貼紙を用意して渡され,

それにはこの建物は大学の施設である旨がしたた

めてあったそうであるが,出口さんが早速にこれ

を玄関に貼りに行ったところ,将校がこれを見て

おっとり刀でやってきて脅し,破 りすてたという。

やがて相模湾一杯に米軍の艦艇があらわれると,

威張っていた日本軍はくもの子を散らすように居

なくなってしまう。米軍が再接収をしようとして
,

実験所を訪れた時に,出 口さんは当時長井に住ん

でおられた団勝麿氏の宅まで自転車をとばした。

団さんは当時の助手で,のちに東京都立大学の学

長になられ,現在も実験所で研究をつづけておら

囃:奉事み■
“

誨く a“ ン

4`)',セ11:

れる方である。二人 してとって返 し, 団さんは毛

筆で一文をしたため,実験所の玄関においた。米

軍の将校はこれを司令部に送り,実験所はまもな

く大学の手にもどることになる。この紙片はやが

て米国にまで送られることになるが,米国の生物

学者たちは, この文章のくせなどから,書き主が

誰であるかを覚り,Dr.Danの 健在を知 ったと

いう。この文章は生物学者の間で,“ The last

one to gO"と して名高く,今 もwOods Hole

の実験所の壁にかかり,戦争によってもそこなわ

れなかった日米の研究者のきずなの証として残さ

れている6

返還後の所内を旧に復する作業は,おそらく言

語に絶するものがあったと思うが,当 時の所員と

ともに出口さんも苦労 して下さったおかげで,今

日,そ の標本類ともども,我々の仕事の場を維持

できているのを忘れることはできない。

出口さんはその永年の功績に対 して,昭和39年

-8-



には黄綬褒賞をうけられ,ま た,昭和57年には日

本動物学会から感謝状が贈られている。

亡くならりる床の中でも,私たちと動物の話を

された。晩年には目が不自由となられたが,前に

も名をだした磯野さんがみずからテープに吹きこ

《学部消息 》

こんだ実験所の昔の歴史 (「 自然」の原稿を読まれ

たもの)を くりかえし聞いておられた。実験所で

仕事をした研究者の一人一人の「重さん」への愛

惜の情はつきないものがある。

12月 22日 OЮ 定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

唸)人事異動等報告

G)寄附の受入れについて

14)人事委員会報告

6)会計委員会報告

G)教務委員会報告

『
)その他

◎同日の教授会に先だち13時 より,同場所 〔理・

4号館会議室 (3階 1320号室)〕 において,「大

学等の理科系教官のコンピューターによる研究

活動度の評価への試み」について,有馬教授

(物理学教室)か らお話しがあり,ご希望の方

の参加があった。

モメ授教 △

‖月 17日 OЮ 定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

(21 人事異動等報告

13)昭和58年度文部省内地研究員の受入

れについて

(4)寄附の受入れについて

15)人事委員会報告

G)教務委員会報告

17)企画委員会報告

ほ)入試教科目検討専門委員会報告

(91 その他

●

定予事一丁
′
イ

12月 28日 (力 御用納め

1月 4日 (火)御用始め

|:|::li酎
}共

通 第 一
次 試 験

::::|コ }第
二次学力試験

3月 28日 (月)卒業式

3月 29日 (ゥリ 学位記授与式
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名誉教授 との懇談会

恒例の理学部名誉教授懇談会が,平野総長をお

招きして,11月 27日 (土)正午から, 学士会分館

において,午餐をかねて行われた。

本年は,木村健二郎先生 (86才 )をはじめ多数

の先生方と江上学部長,田丸元学部長および田村

評議員など44人の出席を得て,近年になく盛会で

した。

田村事務長の開会の後,江上学部長から―,最近

の理学部の研究の一つとして附‐属中間子科学実験

施設の紹介があり,同施設長山崎教授による『中

1間子科学実験施設の現状についてJと題する特別

講演が熱心に行われ,今後の研究の進展に大きな

注目と期待がよせられた。

中庭で記念撮影の後,江上学部長から,ごあい

さつと化学館C棟の新築工事等学部の近況報告が

あり,木村先生の音頭による乾杯につづいて,平

野総長からごあいさつがあった。平野総長は,創

立 100年記念の建物の本郷記念館及び国際学術会

館の建設を評議会で決定したこと,理工系の実験

設備のための新キャンノやスを求めていること,若

手研究者の養成の問題を検討していること等のご
.

報告があり,学術会館が完成した際には,ロ ビー

でお寛ぎいただきたいと話された。また,田丸教

授 (総長特月1補佐)か ら,有馬教授 (物理)を中

心に行っている学内共同研究,『理系教官のコン

ピューターによる業績評価の試み』の紹介があり,

反省として,東大の先生はもう少 し忙しくなくし

て勉強しなければいけないと発言があった。

名誉教授の先生方からも近1況報告や学部への要

望などのご発言が相つぎ,終始和やかな中に次の

ようなご発言があつた。

(木村先生)「こういう楽しし―ヽ会をはじめること

を考え出して実行された一番はじめの理学部長だ

った坪井忠二先生が亡くなられた.の は残念なこと
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である。」

(山 内先生)「坪井君とは高校から一緒だったが
,

友だちが亡 くなるのは心細いことで,自分もそろ

そろと思って,不養生 して毎日酒を飲み,運動も

しないでぃるが,ま だどこも悪 くならず,仲々思

うようにならない。」

(茅先生)「私は84才になるが,永生きの秘訣は,

仕事をする時に頭を使っても気を使うなと考えて

きたが,仕事を段々に整理 したら,気を使う仕事

ばかりが残って しまって非常に困っている。去年 ,

中国の薬の名所昆明へ行ったときに『青春回復』

と云う薬があったので念のため買ってきて,家内

と二人で朝三粒,夜三粒飲んでいる。あまり若返

りすぎたら,お互いに気をつけて止めようと云っ

ているが,薬が無 くなるとおみゃげに買ってきて

くれる人もあり,青春回復が今も続いている。」

(小谷先生)「今年 7月 に,東京理科大学々長 3

期12年の任期を終えて,全 く自由の身になったが
,

この間に東大で経験 しなかった,根廻 しに代表さ

れるような日本的な社会を経験 したが, 自分は頑

固であまり変っていない。」

(渡辺先生)「若い頃からサッカーで足を鍛えて

いたが,パーキンソン氏病に罹り,体の調子のい

い時に鉱山採集に行っている。古 tヽ 資料をす ぐ使

える形で保存する総合資料館をもっと充実 しても

らいたい。」

(赤松先生)「昨年分子科研所長を70才停年でや

めたが, 3年前に喘息に罹り, これを 2年かかっ

て克服 したところ,今度はパーキンソン病になっ

た。この病気の原因は判 らないから治せないが,

現象は全部判っているので,研究室がなくなった

替りに自分の体をラボラトリーにして, この病気

をコントロール出来るようになった。医者も奇跡

だと云っているので,そ のうちに "パーキンソン

と親 じむ法"と でもいう本を出そうかと思ってい

るので,渡辺先生もがんばって くださぃ。」

(吉田先生)「学習院を 3年前やめて今のところ

元気ですが,何かむつかしい病気ができたら,お

近 くの赤松先生にご相談 します。」

(森野先生)「昔,赤松さんと化学新館をつくっ

たが, もうそれも古 くなって,ぃょいよ化学教室

が新 しくなると聞いてリト常にうれ しい。汚ない建

物で化学実験の教育を受けると, ものを始末する

習慣がつかなくて,机の上をせまくして,隅で実

験をするようになる。狭い本郷を如何に有効に利

用するか, これには,建物とともに内部設備を充

実することが重要なので,現役の方にお願いした

い。」

(鈴木先生)「昨年,文化交流で中国へ行ってき

たが,北京とちがって,杭州等の中国人が日本人

とそっくりなので, 日本人が蒙古系であるとは云

われているが,中国南部からきたということを膚

で感 じてきたので,注 目すべきだと若い人達に云

っている。」

(前川先生)「西アフリカ,マ ダガスカルの主食

植物で,大豆より栄養価の高い “バンバラビーン"

を小豆島で栽培 してもらって, この秋 4株残 り,

32粒収穫 した。日本の食糧事情に何かプラスにな

ればと思って,来年を期待 している。」

(原先生)「植物の研究は永 くかかり,在職中か

ら20年かかったヒマラヤの研究のうちネパールの

部分が 3巻の本となり,大英博物館と東京大学と

の共同研究と して出版された。これらに用いた資

料は,総合研究資料館に入れるべきものであるが

スペースがないので,よ ろしくお願いしたい。」

田村評議員から,久保先生が学術会議月報に書

かれた老人研究所 (老人による研究所)構想につ

いての質問と, もし設立されたら入れていただき

たいとの要望があった。

(久保先生)「老人研究所はエッセイをたのまれ

て,時々,山上御殿あたりでだべっていたことを

記 したものである。事態の急変があって私が日本

学術会議会長になったが,lo何年か前大学紛争で

執行部が総辞職 して学部長になった時のことを思

い出した。」 この後久保先生から,学術会議改革

の問題についてご説明があった。

― - 11-



(桑原先生)「昨年から,現職の小中高教員の再

教育の学校である兵庫教育大学で教えているが ,

物理というのは暗記ものであるという観念がある

らしいので,身の廻 りのこと,たとえば物体を水

中に落 した時の運動などを例にしてでも自然科学

の面白さを先生方に教えようと思って実験 してい

る。」

(野田先生)「今年から名誉教授の 1年生です。

電通大学であまり化学を勉強 したくない学生に
,

どう教えるかを勉強 しております。」

このほかすべての名誉教授からのご発言があり,

この懇談会を毎年継続 して開催 してほしいとの強

い要望もあり,理学部の発展とご健康そ して再会

を誓い,閉会を惜 しみつつ,午后 3時 30分散会 し

た。

出席名誉教授

木村健二郎,和田文吾,山内恭彦,鏑木政岐,

茅 誠司,竹脇 潔,小谷正雄,爾永昌吉,

渡辺武男,右田寿老,藤田良雄,森野米三
,

前川文夫,吉田耕作,藤井 隆,赤松秀雄,

原  寛,田中信徳,高井冬二,鈴木 尚,

岩生周一,門司正三,今井 功:河田敬義,

立見辰雄,斎藤信房,木原太郎,久保亮五,

佐藤 久,桑原五郎,野田春彦 の各先生

(31名 )

(文責 事務長補佐 神戸和雄)
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G幽    :              57,1風 17        1

‐ ,鄭 一



外 国 人 客 員 研

所属  受入れ教官  国籍    氏   名

物 理 和田昭教授  アメ リカ 」ohn F Brandts

植 物 駒嶺助教授 イン ドネ Estiti B.Hidalat
シア

動 物 水 野 教 授 インドネ L.A SUTASURYA
シア

地 質 久 城 教 授 フランス PieFre Boivin

中間子 山 崎 教 授  ドイツ連 Georg M
邦共和国  Kalvius

究 員 報 告

現  職  研究員期間

マサチューセ 57.H.2
ツツ大学教授  ～

57.12 7

バ ンドンエ科 58.3.21
大学助教授    ～

58. 4.19

バンドンエ禾斗 58.1.lo
大学講師    ～

58 4. 9

CNRS研 究 581.1
員       ～

58 630

ミュンヘンエ  58.3.8
科大学教授   ～

58. 4.30

備  考

日本学術振興会
外国人招へい研究
者

日本学術振興会
発展途上国との科
学協力事業招へい

研究者

東大百年記念事業
外国人招へい研究
者

東京大学職員の永年勤続表彰

57  9.30

57.12.31

附属植物園

化 学 科

附属地球物
理研究施設

宮 入

氏 江 正

富 田 加

殿

殿

殿

勇
　
一　
一二

勧奨による退職に際し表彰され, 記念品が贈 られた。

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

の 日 で す。
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所属  官職

物 理 助 手 三

名

明 康1郎

海 外 渡 航 者

(10 月)

渡航先国  渡航期間    渡 航 目 的

アメリ.力 合衆国 101%～ 1231カロ速器改造後の実験の・ため

所属  官職  氏

天 文 教 授 海 野

地 物 助教授 松 野

情 報 教 授 国 井

植 物 教 授 飯 野

(:1

名  渡航先国

和二郎 インド

太 郎 アメリカ合衆国

不J 泰 アメリカ合衆国

徹 雄 アメリカ合衆国

月)

渡航期間

11,3o―

58.1.10

11,7～ 11.14

11.1～ 11.14

11.■■午 11.12

植 物 助 手 原 山 重

素粒子 助 手 小 林 富

数 学 教‐授 岩 堀 長

地 物 助 手 松 井 孝

明| スイス

雄 ドイツ連邦共和
国

慶 シンガポール

典 アメリカ合衆国

渡 航 目 的

恒星対流層の研究実施のため

露脇えふ
~呻層線の力制

鸞製留薦毬見送
821出席及1棚

踏 幣 懃 羅 諄 酷 弩iフ
ショップ「真核組胞におけるDN
Aの複製と形質発現J出席のため

てネあ堪肇ll」l唇露計JJ31j懸
ラス

異駿惚見番
験~電子・陽電子衝突

代数学に関する調鋤 ため

コンドリュールとその起源に関す

1列鬱勇倉湯 ?

掲3青譲
における異常性の研究実

‐海外学.術調査の対象地域諸国にお
ける受入の研究情・/m調査のため

蒼欝♂施層謡ば轟鵬
(予備調査)のため

11.30-
58112.5

1,1,10～

5&315

11,15～

58=3:122

11. 9～ 12.15

物 理 教 授 西 島

人 類 教 授 埴 原

中間子 助 手 今 皇

彦 インド

郎 アメリカ合衆国

純 スイス

11,71～ 12‐■9

11.躍～1211

11.26.～ 12117

和
　
　
和
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所属  官職  民

物 理 助教授 鈴 木

化 学 教 授 不 破

拗 研 教 授 福 島

報 教 授 国

理 跡教授 江

動 物 教 授 江 上 信 雄

名
轍
岬
直

(12

渡航先回

アメリカ合衆国
.

台 湾

アメリカ合衆国

月)

渡航期FEl

121.11～ 12.19

12.12～ 12,19

112.2‐9-
58.1.14‐

12.14～ 12.22

12:12～ 12.29

12.29～

5&‐ 1.2

渡 航 目 的

核融合プラズマにおけるカオスの

統計物理の研究のため

中国化学会50周1年記念年会出席の
ため

インター・グラフィックス′83
に関する打合せ|の ため,

獨 投鶉 諄揮 雉 倉
関する研究連絡のため

1動物学1と 関する研究連絡のため

泰
　
　
徹

利井
　
　
ロ

情

　
　

物

アメリカ合衆国

イタリア, ドイ
ツ連邦共和国

シンガポール

:Li』 ニィ」 上1
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(数学)

(物理)

(地物)

(化学 )

(人類 )

内線 4053

4123

4299

4357

4482

茂

一

郎

彦

市

紘

太

孝

恵

高

崎

野

木

本

集

飯

矢

松

露

尾

編
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